
令和６年３月２２日、１５～２０歳程度の若い世代の方を招いて、

裁判員等経験者と法曹三者との意見交換会を実施しました。

１．模擬裁判

法曹三者による、殺人未遂事件（架空の事例）を題材とした模擬
裁判を傍聴していただき、裁判官が手続の説明を行いました。

２．模擬評議

模擬裁判の内容を踏まえ、被告人に殺意が有ったかについて裁
判官と模擬評議を行っていただきました。

若い世代の皆さんが積極的に意見を出して
くれたので、充実した評議になりました！

今回は裁判員等経験者も一般参
加者に近い年代の方に参加して

いただきました！



３．意見交換

それぞれのグループでの評議の内容を発表してもらったうえで、
模擬評議での感想などについて意見交換を行いました。

経験者の方の意見 一般参加者の意見

４．法廷見学

最後に、法廷内を自由に見学しながら、法服を着用しての記念
撮影を行いました。

今回の模擬裁判は、自身
が経験した実際の裁判で
の評議と比べて若い世代
の方が多く、年代の違い
により事実の捉え方や考
え方が違うなと感じた。

参加する前は、法律に基
づいて形式的に有罪無罪
を決めていると思ってい
たが、人と人が話し合い
ながら結論を出していく
のが分かった。

～イベント終了後の感想～

裁判員裁判には堅苦しい印象を持っていたが案外話しやすかった

経験者の話を聞けてとても貴重な経験になりました。物事を考え
る角度を少し変えるという癖をつけていきたいです。

イベントに参加して、フラットで柔軟な話し合いをできることが
分かった。

イベントにご参加いただき
ありがとうございました！


